
        平成 24 年度企画委員会議事録＆理事懇談会メモ 

 

日 時：2012.11.05 (月） 16：00 ～ 18：00 

 

会 場：株式会社ユニシス会議室 

 

参加者：吉本理事、桑原理事、木下理事、上坂理事、佐々木理事、和田事務局長、若松 

(敬称略・順不同) 

 

１．WG の進捗状況報告 

 ①会員増強 WG  

  DM 発送先へのフォローコール（約 100 社）実施について 

  【結果】   

  大半が「興味なし」であった。 

  数社から説明を求められた事もあった。 

  入会手続きに進んだ会社は無かった。 

  【所感】 

   一定の広告効果はあったと思われる。 

  【今後】 

   引き続き活動する。OPEN イベント等を利用し声掛けも行う。 

 ②京情協発信イベント WG 

  ・ガイドブックへの掲載原稿 10 月末締切で主催者へ提出済み 

  ・ガイドブックは 12 月頃配布される予定 

  ・12/4（火）カゴヤ社にて WG3 回目打合せ予定 

   （ブース内レイアウト検討、ブースへの誘導施策検討など） 

  ・12 月中に産業２１から出展社向けに説明会が有る予定 

  ・1 月下旬に設備受託業者より出展社向けにブース設置関連の説明会が有る予定 

 ③広報 WG 

  ・新体制での発足会実施（クギミヤさん、タカダさん、ヨシダさん、吉本理事） 

   広報 WG の方向性について等認識合わせを実施 

  ・ホームページの更新は随時実施中 

  ・ホームページ新着情報、お知らせ等の活用（イベント案内、各社催し）---＞進めていく 

  ・インター京都の次年度継続について 

    継続・中止は理事会判断とする。WEB マガジン化での継続も視野にいれる 

 ④京都ドメイン 

  ・特に報告事項無し 

２．車座会について 

  ・本日付 21 名/14 社 

  ・他参加見込 KCG 5 名 、富士通 1 名 、富士ゼロックス 1 名 、京都府 1 名 、SGS 1 名 

 

 

以上 



【事懇談メモ】 

日 時：2012.11.05 (月） 18：00 ～ 19：30 

会 場：株式会社ユニシス会議室 

参加者：長谷川代表理事、吉本理事、木下理事、上坂理事、佐々木理事、和田事務局長、若松 

(敬称略・順不同) 

・年度当初に予定していなかった事業「車座会」について 

  講師謝礼を交通費実費相当として支払う(3 万円)、企画委員会開催会場費を充当する。 

  年２～３回の定期開催化を目指す。 

・忘年会について 

【今年（12/13）】 

   会員が一同に集う機会を作り相互交流を深める。 

   ゲスト候補 村上さん、ビルトッテンさん、佐々木酒造、森さん、ランディさん他   

   当年 セミナー講師等担当して頂いた方にも声掛けする（案） 

   バンド候補 Ｒｉｋａさん （謝 5 万）  （案） 

  ★但し予算状況による。 

   想定会費 8 千円、ビュッフェ形式、ゲスト費概算負担７万/７名 

【今後の忘年会】 

   他団体との共同開催化を拡張し会員の参加価値を高める。 

ゲストも招待する（政治家、華道家、企業家 etc）。 

・新年賀詞交歓会 

  新春セミナー（文化・地域委員会事業）と同日開催を確認 

  会場は京都コンピュータ学院を使用予定。賀詞交歓会は事務局 

  日程候補 1/15（火） or 1/17（木） 

 ゲストは例年通り府及び市、他団体より招待。 

・当会への著名人参加によるブランド up、広報力 up について 

  ゲスト的に参画していただく方への肩書案・・・ 「フェロー」、「エグゼクティブフェロー」 

  運営に直接的、間接的に関与していただく方の肩書・・・ 「相談役」「顧問」「アドバイザー」 

  定款を改訂する必要がある。 

・京情協ホームページについて 

  来年２月に契約更新 

  WEB マガジン、活動報告、案内、イベント申込等など機能充実とメンテナンス性を評価し移行経 

費、ランニングコストを見極めて契約継続するか判断する。 

  別途検討 WG を設置して進めるべきではないかという意見有。 

・京都市との共同セミナーについて 

  ２月頃 市内の中小企業向けに京都市の基幹システム更改のチャレンジ的取り組みについての 

  周知やベンダーロックから地元還元への仕組み作りに向けた勉強会的な取り組みの構想あり。 

  地元に本件へ耐えうる協業力を作って行かなければ実現できない為、その下地作りの意味合い強い。 

  →京情協としても全面的に協力・推進していくことを確認。 

  →更に.kyoto との連携も視野に入れ包括的に構想できればおもしろい。 

 

以上 


